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港
新
聞
３
面

０
５
１
５
０
３

井

井

井

井

前
田
機
械
と
市
・
港
区
が
協
議

注
目
の

（
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド
）
照
明
を
地
域
活
性

化
に
生
か
せ
な
い
か

。
四

月
二
十
日
、

照
明
の
普

及
に
取
り
組
む
市
岡
元
町
の
機

械
メ
ー
カ
ー
前
田
機
械

を
大

阪
市
の
担
当
者
が
訪
れ
、
話
し

合
い
が
持
た
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
前
田
社
長
ら
は
同

社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
大
要

次
の
よ
う
に
説
明
し
ま
し
た
。

◆
全
照
明
を

化

当
社
は
主
力
の
大
型
金
属

精
密
切せ

っ

削さ
く

加
工
の
傍か

た

らわ

環
境
保

護
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

昨
年
六
月
、
中
小
企
業
で
は
世

界
初
の
全
照
明

化
に
踏

み
切
り
、

照
明
器
具
の

企
画
・
販
売
に
乗
り
出
し
た
。

照
明
に
は

経
費

を
大
幅
に
削
減
（
設
置
費
は
一

台
二
万
数
千
円
だ
が
十
数
年
は

持
ち
、
電
気
代
は
四
分
の
一
に

な
る
の
で
四

五
年
で
元も

と

は
取

れ
、
メ
ン
テ
や
取
り
換
え
の
手

間
も
省
け
る
）

地
球
環
境
に

貢
献
（

が
減
り
、
水
銀

な
ど
の
有
害
物
質
を
使
わ
ず
、

産
業
廃
棄
物
も
減
る
）

な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
た
地
域
活
性
化
策
と
し
て

商
店
街
に

街
灯
を

化

し
て
電
気
代
を
大
幅
節
減
し
、

そ
の
分
を
有
効
活
用
し
ま
し
ょ

う
な
ど
の
提
案
を
し
て
い
る
。

◆
先
進
事
例
つ
く
り
た
い

こ
れ
に
対
し
て
市
経
済
局
や

港
区
役
所
の
担
当
者
は
、

商

店
街
や
中
小
企
業
を
核
に
地
域

活
性
化
の
先
進
事
例
を
作
り
た

い

照
明
は
経
費
や
環

境
面
で
利
点
の
大
き
い
事
が
分

か
っ
た

前
田
機
械
の
取
り
組

み
に
注
目
し
て
い
る

お
互
い

ど
ん
な
協
力
が
可
能
か
検
討
し

た
い

な
ど
と
応
じ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
市
の
担
当
者
ら
は

工
場
や
事
務
所
、
廊ろ

う

下か

等
の

照
明
を
見
学
し
ま
し
た
。

不
況
下
、
環
境
問
題
や
地
域

活
性
化
へ
の
港
区
企
業
の
意
気

込
み
が
、
市
と
の
協
力
で
実
を

結
ぶ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

区
民
セ
ン
タ
ー
で
映
画
鑑
賞
会

状
（
豊
か
な
自
然
の
中
で
営
ま

れ
る
農
漁
業
、千
年
続
く
神し

ん

事じ

、

島
の
真
正
面
に
計
画
さ
れ
て
い

る
原
発
、
二
十
八
年
間
反
対
を

続
け
る
島
民
）
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
取
り
組
み
（
電
力
自
由
化

が
進
み
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

選
べ
る
仕
組
み
が
で
き
て
い

る
）
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

鑑
賞
後
の
感
想
会
で
は

原

環
境
問
題
を
皆
で
考
え
合

お
う

と
四
月
二
十
二
日
、
港

区
民
セ
ン
タ
ー
で
映
画
鑑
賞
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
ぶ
ん
ぶ
ん

通
信

１
上
映
会

と
題
し

た
こ
の
催
し
は
、
環
境
問
題
に

関
心
を
持
つ
人
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
光
と
水
☆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
連
続
上
映
会
の
一
環
。

映
画
で
は
山
口
県い

祝わ
い

島し
ま

の
現

前田社長 の案内で工場
の 照明を見学する
大阪市・港区の担当者

発
の
温
排
水
が
漁
業
に
打
撃
を

与
え
る
な
ど
危
険
性
が
よ
く
分

か
っ
た

農
漁
業
で
自
立
し
よ

う
と
す
る
島
民
を
原
発
が
邪
魔

す
る
の
は
許
せ
な
い

根
本
に

は
慈い

つ

しく

み
の
欠
如
が
あ
る
と
思

う

漁
業
補
償
金
を
受
け
取
ら

ず
反
対
を
続
け
る
島
民
に
感
動

し
た
な
ど
の
声
が
出
ま
し
た
。

主
催
者
の
藤
原
真ま

奈な

美み

さ
ん

（
港
晴
）
は

少
し
で
も
島
民

を
励
ま
し
た
い
と
上
映
ツ
ア
ー

を
続
け
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力

下
さ
い

と
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。
今
後
の
上
映
予
定
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
は

六
五
七
七

三
四
五
〇
藤
原
さ
ん
ま
で
。 鑑賞後に話し合う参加者

■
浸
水
対
策
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
０

津
波
一
時
避
難
マ

ッ
プ
に
つ
い
て
大
阪
市
危
機
管

理
室
と
港
区
役
所
の
担
当
者
が

報
告
。
主
催
の

津
波
高
潮
対

策
築
港
の
会

が
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
則
し
て
提
言
。
六
月

九
日
（
水
）
十
四
時
か
ら
天
保

山
第
五
コ
ー
ポ
集
会
所
で
。
資

料
代
五
百
円
。
参
加
希
望
者
は

往
復
は
が
き
に
氏
名
（
全
員
）
、

代
表
者
の
住
所
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
同
会
（
港
区
築
港
三

三

三

三
〇
六
山
田
方
）

へ
。
締
切
五
月
二
十
九
日
。
先

着
四
十
名
ま
で
受
付
。

六
五

七
四

九
〇
一
二
同
会
。

■
第
６
回
み
な
と
カ
ム
カ
ム
フ

ェ
ア

区
民
の
歯
と
口
の
健
康

を
め
ざ
す
恒
例
イ
ベ
ン
ト
。
港

区
歯
科
医
師
会
主
催
。
歯
の
健

診
、
口
の
健
康
相
談
、
歯
磨
き

指
導
、
入
れ
歯
の
手
入
れ
・
洗

浄
、
歯
の
健
康
測
定
、
フ
ッ
素

塗
布
（
先
着
百
名
）
な
ど
。
十

五
時
か
ら
歯
科
衛
生
士
劇
団
に

よ
る
抱ほ

う

腹ふ
く

絶ぜ
っ

倒と
う

の
寸
劇
。
入
場

無
料
、
先
着
百
人
に
粗
品
。
六

月
十
二
日
（
土
）
十
四

十
六

時
、
港
区
民
セ
ン
タ
ー
で
。

六
五
七
七

三
七
三
七
中な

か

阪さ
か

。

■
タ
イ
の
エ
イ
ズ
の
子
供
た
ち

へ
の
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
教
室
（
ス
リ
ム
を
つ

く
る
歩
き
方
）

タ
イ
の
エ

イ
ズ
の
現
状
を
知
り
、
犠
牲
と

な
っ
て
い
る
子
供
ら
に
救
い
の

手
を

と
日
本
気
道
術
学
会
が

主
催
す
る
月
例
行
事
。
健
康
で

美
し
く
な
る
た
め
の
歩
き
方
を

伝
授
。
第
二
十
三
回
は
五
月
二

十
八
日
（
金
）
十
時
半

十
一

時
半
、
十
三

十
四
時
に
港
区

民
セ
ン
タ
ー
二
階

た

橘ち
ば
な

（
フ
ロ

ー
リ
ン
グ
床
）
で
。
紐ひ

も

付つ
き

ス
ニ

ー
カ
ー
持
参
。
支
援
金
一
口
五

百
円
。

〇
八
〇

一
四
〇
四

四
三
三
九

快か
い

生き

堂ど
う

堀
川
。

■
自
閉
症
児
を
応
援
す
る
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク

プ
ロ
の
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
療
法
士
が

自
閉

症
児
の
体
や
心
が
少
し
で
も
楽

に
な
れ
ば

と
始
め
た
。

気

楽
な
参
加

を
呼
び
か
け
。
参

加
費
無
料
。
要
予
約
。
毎
月
第

二
・
第
四
土
曜
の
十
五

十
八

時
に
松
井
整
骨
院
内
で
。
弁
天

四

一
〇

二
六
、

六
五
七

二

一
一
六
五
。

■
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
れ
あ
い
喫
茶

周
年
イ
ベ
ン
ト

五
月
三
十

日
（
日
）
十
三
時
半

十
五
時

半
に
港
区
子
ど
も
子
育
て
プ
ラ

ザ
（
磯
路
二

一
一

一
〇
）

二
階
で
。
メ
ニ
ュ
ー
は
珈
琲
、

紅
茶
、
緑
茶
、
ジ
ュ
ー
ス
等
（
全

て
百
円
、
お
菓
子
付
）。磯
路
の

歌
姫
・
藤
田
紀の

り

江え

さ
ん
に
よ
る

歌
謡
シ
ョ
ー

や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
編
み
物
サ
ー
ク
ル

つ

く
し
の
会
の
協
力
に
よ
る
お

誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
（
五

月
生
ま
れ
の
人
は
受
付
へ
）。ハ

ピ
ネ
ス
は
平
成
十
二
年
発
足
。

毎
月
最
終
日
曜
日
の

ふ
れ
あ

い
喫
茶

を
中
心
に
、
様
々
な

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
て
活

発
な
奉
仕
活
動
を
展
開
。

六

五
七
三

〇
六
一
五
糸い

と

代
表
。

父
も
港
湾
労
働
で
肺
気
腫

石
綿
被
害
知
っ
て
ほ
し
い

（
池
島
３
・

歳
男
性
）

元
港
湾
労
働
者
が
石い

し

綿わ
た

に
よ

る
中ち

ゅ

皮う
ひ

腫し
ゅ

で
労
災
認
定
を
受
け

た
と
い
う
記
事
（
前
号
１
面
）

を
読
ん
で
。
父
は
今
年
八
十
歳

に
な
り
、
ほ
と
ん
ど
横
に
な
っ

て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
港
湾
に

三
十
六
歳
か
ら
二
十
四
年
間
勤

め
、
退
職
し
て
六
年
後
に
肺
気き

腫し
ゅ

を
患わ

ず

いら

、治ち

癒ゆ

し
た
も
の
の
、

今
も
弱
っ
た
肺
を
抱
え
て
苦
し

ん
で
い
ま
す
。
父
は
労
災
認
定

し
て
も
ら
お
う
と
か
会
社
を
訴

え
て
補
償
を
し
て
も
ら
お
う
と

か
い
う
気
は
全
く
持
っ
て
い
な

い
の
で
、
精
密
検
査
も
受
け
て

い
ま
せ
ん
が
、
職
場
仲
間
に
は

肺
疾
患
を
持
つ
人
や
肺
癌が

ん

で
亡

く
な
っ
た
人
は
多
い
そ
う
で
す
。

港
湾
荷
役
や
建
築
解
体
に
従
事

し
た
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
今

後
、
石
綿
で
作
ら
れ
た
物
を
壊

す
仕
事
に
従
事
す
る
人
た
ち
が
、

同
じ
よ
う
な
疾し

っ

病ぺ
い

に
罹か

か

ら
な
い

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
肺
が
弱

く
な
っ
た
者
の
苦
し
み
を
間
近

で
見
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
時
々
は
石
綿
被
害
の
問
題

を
特
集
で
取
り
上
げ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

釜
親
さ
ん
戦
争
体
験
に

亡
父
の
こ
と
思
い
出
す

（
三
先
２
・
女
性
）

い
つ
も
生
活
者
に
身
近
な
問

題
を
、分
か
り
や
す
い
視
点
、掘

り
下
げ
た
内
容
で
扱
っ
て
お
ら

れ
る
港
新
聞
を
興
味
深
く
拝
見

し
て
い
ま
す
。
特
に
連
載
中
の

釜か
も

親や

さ
ん
の
満
州
で
の
戦
争
体

験
（
８
面
）
か
ら
は
、
同
じ
体

験
を
し
た
亡
父
の
こ
と
を
思
い

出
し
、
ま
た
終
戦
後
の
混
乱
の

引
き
揚
げ
の
中
で
昭
和
二
十
一

年
三
月
に
生
ま
れ
た
私
に
と
っ

て
は
身
に
つ
ま
さ
れ
る
内
容
で

し
た
。
終
戦
後
、
行
方
不
明
と

な
り
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
後
、

二
十
三
年
に
心
身
共
に
ボ
ロ
ボ

ロ
で
帰
国
し
た
父
、
戦
前
に
安ア

ン

東ト
ン

で
女
学
校
生
活
を
送
っ
た
母
、

厳
し
い
引
き
揚
げ
の
後
、
苦
労

し
て
私
た
ち
兄
弟
姉
妹
を
育
て

て
く
れ
ま
し
た
が
、
話
を
聞
き

た
い
と
思
っ
た
頃
に
は
父
は
六

十
三
歳
で
他
界
。
同
年
代
の

方
々
の
戦
争
体
験
は
と
て
も
貴

重
で
、
繰
り
返
し
読
ま
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
取
材
し
て
頂
き

有
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

取
り
急
ぎ
暴
論

（
池
島
１
・
勝か

つ

部べ

泰や
す

臣お
み

）

普ふ

天て
ん

間ま

基
地
は
グ
ア
ム
に
移

設
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
う
が
、
抑

止
力
が
弱
い
か
ら
ダ
メ

だ
と

か
。
な
ら
訊き

き
た
い
が
、
（
ア

メ
リ
カ
で
は
）
自
宅
か
ら
二
時

間
ほ
ど
の
基
地
勤
務
で
イ
ラ
ン

や
ア
フ
ガ
ン
を
無
人
機
で
攻
撃

可
能

と
い
う
記
事
は
何
だ
。

ア
フ
ガ
ン
で
は
民
間
人
も
含
め

て
数
千
人
の
死
者
。
人
工
衛
星

を
平
和
利
用
し
な
い
で
、
遠
隔

操
作
で
人
殺
し
に
使
う
の
か
。

ち
ょ
っ
と
人
殺
し
に

と
家

を
出
る
パ
パ
よ
り

テ
ロ
やい

戦く
さ

が
な
い
よ
う
に

と
子
供
に
伝

え
る
パ
パ
が
ず
っ
と
い
い
。
週

刊
誌
も
人
の
悪
口
や
下
半
身
ネ

タ
を
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
、
こ
ん

な
事
を
追
及
せ
ん
か
い
！

子
育
て
に
も
貢
献
す
る

赤
バ
ス
続
け
て
ほ
し
い

（
池
島
３
・

歳
男
性
）

赤
バ
ス
廃
止
を
延
期

の

記
事
（
前
号
２
面
）
を
読
ん
で
。

私
は
自
転
車
に
も
自
動
車
に
も

乗
れ
る
者
で
す
が
、
大
阪
市
が

赤
バ
ス
路
線
を
縮
小
・
廃
止
す

る
議
論
を
し
て
い
た
の
で
、
何

と
か
現
状
の
ま
ま
続
け
て
も
ら

え
な
い
か
と
思
い
、
署
名
活
動

に
参
加
し
な
い
代
わ
り
に
、
歩

い
て
出
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
帰

り
は
赤
バ
ス
に
乗
っ
て
売
上
に

貢
献
す
る
こ
と
を
始
め
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
二
歳
児
の
手

を
引
き
、
〇
歳
児
を
抱
い
た
母

親
が
乗
り
込
ん
で
く
る
姿
な
ど

を
見
る
と
、
赤
バ
ス
は
年
輩
者

に
だ
け
で
な
く
子
育
て
に
も
貢

献
し
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
存
続
の
一
票
、

百
円
を
投
じ
て
い
き
ま
す
。

弁
天
町
駅
前
交
差
点

地
下
道
方
式
に
問
題

（
南
市
岡
２
・
女
性
）

地
域
の
身
近
な
情
報
と
共
に

読者の皆さんの投稿を歓迎します。内容は自由ですが、掲載・

不掲載の決定や文章上の調整は本紙で行ないます。匿名でもかま

いませんが、内容確認などのため、必ず本紙と連絡がとれるよう

お願いします。手紙かハガキかファクスで送って下さい。

色
ん
な
方
の
意
見
も
参
考
に
な

り
、
隅
々
ま
で
（
広
告
も
含
め

て
）
読
ん
で
い
ま
す
。
と
こ
ろ

で
、
弁
天
町
駅
前
交
差
点
で
、

最
近
よ
く
車
道
を
走
る
自
転
車

を
見
か
け
、冷
や
冷
や
し
ま
す
。

折
し
も
交
通
安
全
週
間
の
真
っ

只
中
、
時
に
車
椅い

子す

で
渡
る
姿

も

。
こ
わ
い
！

地
下
道
方

式
に
問
題
あ
り
。
こ
こ
が
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
な
ら
も
っ
と

利
用
し
や
す
い
の
に

。

渡
船

の
特
集
し
て

（
弁
天
１
・

歳
男
性
）

大
阪
に
い
て
大
阪
知
ら
ず
。

港
区
に
い
て
港
知
ら
ず
。
そ
ん

な
中
で
、
乗
船
無
料
の

渡と

船せ
ん

に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
歴

史
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
特
集
し

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

読
者
の
作
品
か
ら
辻
悦
子
さ
ん

（
市
岡
元
町
３
）
の
絵
手
紙

港 新 聞環境・催し・読者（ ） 第 号 平成 年（ 年） 月 日 土曜日環境・催し・読者


